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今回は昨年度の消費者相談の実績を振り返り
ます。昨年度の相談受理件数は 207 件で、前
年度（200件）より 7件増加しました。

令和４年度の消費生活相談まとめ

消費生活相談コーナー消費生活相談コーナー

困ったことがあったら早めに消費生活相談窓口へ（☎ 093・434・3352／㊊㊌㊎ 9時～ 17時）

4月の相談件数21件

　「架空請求」に関す
る相談は減少していま
すが、昨年度は 32 件
あり、中には架空請求
であることに気付かず
お金を支払ったり、宅
配物不在メールのURL
に接続してクレジット
カードを不正利用され
たフィッシング詐欺被
害も発生しています。
　一方、「初回は安い」「お試し」などとうたう「通
信販売の定期購入」に関する相談は増加しています。
申し込む前に、購入回数や支払い総額を画面表示や
規約でよく確認することが重要です。
　また、収入が減少した若者を中心に、「簡単に儲
かる」などの SNS 広告を見て投資関係商品の契約
をした後、「契約先と連絡が取れなくなった」など
という深刻な相談もありました。
　さらに、ネット広告や婚活アプリなどで高額被害

にあったという相談や、「生活支援する」などのメー
ルに応じると様々な名目でお金を請求され「支援金
詐欺」に遭ったとの相談もありました。SNSなどの
場合は相手が見えないので安易に信用しないように
しましょう。

令和 4 年度の主な相談内容 相談件数は 70 ～ 80 歳代が最多

相　談　内　容 件数
架空請求ハガキや携帯端
末への架空請求メール 32

放送・通信サービス 12
ダイエットサプリメント
等健康食品 29

金融・保険サービス 19
土地・建物・設備 15
通信端末・パソコン関
連商品等の教養娯楽品 12

化粧品等保健衛生品 19
医療・理美容等保健・福
祉サービス 21

その他 48

行橋警察署が4月 12日、ヘリコプターを利用して上空から交通安全を呼びかける
マイクアナウンス活動を行いました。この活動は、小・中学校の入学シーズンに合
わせて、地域の子どもたちの安全を守ろうと同署が県警航空隊と連携して行ったも
ので、地上では各交番のミニパトなどによるアナウンス活動も実施されました。
ヘリコプターに搭乗してマイクを握った眞武巡査は「横断歩道は手を挙げて右と左
をしっかり見てわたりましょう」「ドライバーの皆さんはゆとりをもって慎重に運
転しましょう」などと呼びかけ、子どもたちの安全のために汗を流しました。

空飛ぶDJポリスが交通安全を呼びかけ行橋警察署

　65歳以上が 73件で全相談件数の
約 35％、特に 70 歳代の相談が 35
件で、昨年に続き各年代の中で最も
多い状態です。高齢者の相談は、訪
問販売によるリフォームなどの「土
地・建物・設備」、保険や投資商品な
どの「金融・保険サービス」などは
高止まり傾向で、通信販売での「健
康食品や化粧品」などの相談は依然
として増加傾向にあります。また、
占いサイトに関する深刻な高額被害もありました。
　高齢者の被害を防ぐには、相談窓口による広報だ
けではなく、家族やご近所の方、さらには福祉関係
者等の見守り活動が重要です。
　また、成年年齢の引き下げに伴い、18・19歳は
未成年者取消権の行使ができませんので、この年齢
の方の消費者被害が増加することが懸念されます。
「儲け話」、「美容・医療」、「ネット通販」などの契
約は慎重に行いましょう。期購入トラブル

年代 人数
10代 　5
20代 25
30代 27
40代 21
50代 31
年代 人数
60代 32
70代 35
80代 13
90代 　5
その他 13
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本館 ☎ 093・436・0946
9:30 ～ 17:30（祝日除く㊍㊎は19:00 まで）

分館（西部）☎ 0930・23・8100
9:30 ～ 13:00 / 14:00 ～ 17:30　

スキマ時間やおうち時間に、電子図書を借り
て楽しんでみませんか？苅田町在住・在勤・
在学の方なら 24 時間、どこからでも利用で
きます。スマホやパソコン、タブレットを使って電子図
書にふれてみませんか？
※ご利用には有効期限内のみどり色のとしょかん利用券
　が必要です。

図書館 HP

としょかん通信
おすすめの１冊

電子図書サービス

６月のスケジュール

催しもの 日　時 対　象
Jason'sストーリータイム 1 日㊍ 11:00 ～ 乳幼児から
はらぺこあおむしのおはなし会 3 日㊏ 14:00 ～ 乳幼児向け
図書館シネマ「理想の結婚」 11 日㊐ 14:00 ～ どなたでも
おはなしハンプティのむかしばなし 17 日㊏ 14:30 ～ 小学生から
図書館シネマ「ピーターパン」 18 日㊐ 14:00 ～ どなたでも
図書館員によるおはなしタイム 24 日㊏ 14:30 ～ 幼児から
※にじいろスマイルのおはなし会はおやすみです。
※参加費無料です。おはなし会・図書館シネマなど各イベントは予約不要です。

●図書館カレンダー 6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 18 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

「ボタニカ」朝井 まかて／著（祥伝社）
2023 年度の NHK 朝ドラ「らんまん」
は、植物学者「牧野富太郎」の人生を
モデルにして描かれた作品です。
新種の発見など数々の功績を遺した稀
代の植物学者を、小説で読んでみませ
んか？

■休館日 ■夜間開館（本館のみ）

図書館の一コマ風景

４月 23 日、「こどもの読書週間」
にあわせて、「図書館員によるおは
なしタイムスペシャル」を開催し
ました。子どもたちはじっくりお
はなしを聞き、みんなで手遊びを
して、最後は楽しくこいのぼりの
工作をしました。
笑顔のひとときでした。
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第四十二回  苅田町俳句大会  特選・秀逸句（4月 23 日開催／中央公民館）
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